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Abstract

Theobjectsofthisstudyweretoclarifythecircumstancesthatintroduced3-2ZoneDefense,the

positioningof3-2ZoneDefense,andthefactorsthatdemonstratedtheeffectivenessof3-2ZoneDe‐

fenseinJapan・

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙａｒｅｓｕｍｍａｒｉzedbelow、

1.Beforetheintroductionof3-2ZoneDefenseinJapan，theroleofeachpositionwasdistinctlydi‐

videdUptofourplayersweredeployedforoffence，andthedefensetacticusedagainstthiswas

Man-to-ManDefense・Inthisdefense,thenumberofdefensiveplayerswaｓｆｉｘｅｄｔｏｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｔｏ

ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏfoffensiveplayersontheopposingｔｅａｍ，ａｎｄitappearsthatthedefensewasper‐

formedby4playersorless

2Jnl924,FranklinH､Ｂｒｏｗｎ，whowasinvitedbyWasedaUniversityasacoachtostrengthentheir

team,wasthepersonwhointroduced3-2ZoneDefense､Ｔｈｅ３－２ＺｏｎｅＤｅｆｅｎｓｅｗａｓｔｈｅｆｉｒｓｔ５－player

defensivetacticusedinJapａｎ，ａｎｄｉｔｗａｓｔｈereforedubbedthe“FiveMenDefense"・Ｔｈｅ３－２Ｚｏｎｅ

Ｄｅｆｅｎｓｅｗａｓｔｈｅｏｎｌｙ５－ｐersondefensivetacticinJapanuntiltheadoptionoftheFive-manTwo‐
ｌｉｎｅDefense、

3.This5-player3-2ZoneDefenseprovedhighlyeffective，unlikethe4-playerdefenseutilizｅｄｉｎＪａ‐

ｐａｎｕｎｔｉｌｔｈｅｎ；itwaspossibletoCoverthespaceunderthebasket・Additionally，these3-2Zone

DefensefunctionedasaneffectivetacticbecausethebasketballcourtsinJapanofthedaywere

narrowandslippery，ａｎｄｔｈｅｌａｙｏｕｔｏｆｔｈｅｃｏｕｒｔａｔｔｈｅＴｏｋｙｏＹＭＣＡ，wheremanyconferences

wereheld,didnotallowforacornershot．
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問題の所在

バスケットボール競技')の戦術2)について、第

18回オリンピック競技大会（東京）で全日本男子

チーム監督を務めた吉井四郎は、戦術の発達段階

は「いかなる攻撃法に対してどのような防御法が

効果的であるか、またどのような防御法に対して

はいかなる攻撃法が強いかを端的に示している｣3）

と述べ、オフェンスとディフェンスとの相関関係

の中で、より高度な戦術が編み出されてきたこと

を示唆している。つまり、バスケットボール競技

における戦術を歴史的に考察する際、オフェンス

とディフェンスとの攻防の中で戦術の展開を跡付

けることは、大変重要な視点であるといえる。こ

のような視点のもと、谷釜はバスケットボール競

技における戦術史研究の今日的意義について、

「バスケットボールの攻防の戦術史を時間軸に乗

せて解き明かしていったとき、それはケームで成

功を収めるための価値ある情報となろう」4）と述

べている。

そこで、バスケットボール競技における戦術の

変遷に目を向けると、１８９１（明治24）年にアメリ

カでバスケットボール競技が誕生し、その後1910

年代にはアメリカ国内の試合でゾーンディフェン

スが行われるようになった5)。アメリカで登場し

たゾーンディフェンスは、日本ＹＭＣＡ同盟の体

育事業専門主事の派遣要請に応え、アメリカか

ら来日したFranklinHBrown（以下、Ｆ､Ｈブラ

ウンと略す）により6)、1920年代前半に3-2ゾーン

ディフェンス（以下、3-2ゾーンと略す）として日

本にも紹介された7)。それまでに、日本ではゾー

ンデイフェンスについて本などによって一通りの

知識を得ることができたが、実際にプレイするこ

とも、プレイを見ることもなかった当時として

は、Ｆ,Ｈブラウンによる3-2ゾーンの紹介は画期

的なことであった8)。

日本におけるバスケットボール競技の戦術の変

遷についてはこれまで、牧山9)がゾーンディフェ

ンスについて取り上げており、昭和のはじめに早

稲田大学（以下、早大と略す）や立教大学（以

下、立大と略す）がゾーンデイフェンスを用いて

好成績をあげた要因について指摘している。しか

しここでは、ゾーンディフェンス導入の経緯や

ＦＨ,ブラウンが紹介した3-2ゾーンの実際につい

ては触れられていない。また、笈田'0)が日本に

おけるバスケットボール競技の変遷をまとめた論

文の中にも、ゾーンディフェンスについての記述

がみられるが、そこでは日本にゾーンディフェン

スが紹介されたことに触れているのみで、その展

開過程について詳細な分析が行われているとは言

い難い｡一方､バスケットボール競技のゾーンディ

フェンスについて戦術史の視点から取り組まれた

貴重な研究として、大川'')の研究をあげること

ができる。この研究はアメリカにおけるバスケッ

トボール競技のゾーンディフェンス誕生までの経

緯について分析したもので、バスケットボール競

技が創案された当初行われていたマンツーマン・

プレス・ディフェンスからゾーンディフェンス

への変容過程を明らかにしている'2)。しかしなが

らこの研究はアメリカ国内における戦術を対象と

したものであり、日本におけるバスケットボール

競技のゾーンディフェンスについては扱っていな

い。以上のように、日本におけるバスケットボー

ル競技のゾーンディフェンスについて、歴史研究

の視点から詳細に検討したものは管見ながら見あ

たらない。

そこで本研究では、Ｆ､Ｈ､ブラウンによる３－２

ゾーン導入以前の戦術を概観した後、日本におけ

る3-2ゾーン導入の経緯、3-2ゾーンの位置付け、

さらには日本において3-2ゾーンが有効性を発揮

した要因を明らかにすることを目的とする。

なお、本文中の引用文における漢字、仮名づか

い、送りがなは、原則的に原文のままとしたが、

原文の誤表記が疑われる表現については（ママ）

の表記を付し、文献のタイトルの漢字は、常用

漢字に改めた。また、引用文中の漢数字は算用

数字に変換し、フィートで記されている長さは１

フィートを30.48ｃｍに換算し、小数点以下を切り

捨て、括弧をつけて記した。
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１．３－２ゾーンデイフェンス導入以前の

戦術

１．４人でのオフェンス

3-2ゾーン導入以前の日本のバスケットボール

競技において、コートの中ではいかなる戦術が展

開されていたのであろうか。当時のオフェンスに

ついて検討するためには、まず当時のバスケット

ボール競技における各ポジシヨンの役割について

理解しなければならない。

１９２２（大正11）年頃のポジションの内訳はフォ

ワード２人、ガード２人、センター１人であり13)、

各ポジションの人数は現在でも変わっていない'4)。

しかし各ポジションの役割をみると、この頃は、

各ポジションの役割が現在より明確に区別されて

いた。１９２２（大正11）年発行の国内スポーツ雑誌

「ATHLETICS」には、各ポジションの役割に

ついて次のように記述されている'5)。

センターは、中堅にあって最初競技が開始さ

れた時に、ボールを味方の有利な虚に打ち遣

り、或時は攻撃となり、或時は守備に韓じ、

不断にコート内に大活躍を演じなくてはなら

ぬ・・・中略・・・味方のセンターから見

て、右の方のフォァウォード(ﾏﾏ）を、ライ

トフォァウォード(ﾏﾏ）と謂ひ、左の方を、

レフトフォァウォード（ﾏﾏ）と謂ふ。何れも

ボールを相手方のゴールに、投げ入れて得黙

を占める役目である、止を得ない場合の外、

守備の役を篇す事がない・・・中略・・・専

ら相手方の攻撃を防禦する地味な役割であ

る、ガードの役は・・・中略・・・相手方の

フォァウォード(ﾏﾏ)の活動を正富に阻止し、

己が受持の相手方のフォァウォード（ママ）に

は１鮎のゴールの得黙も輿へない畳‘悟で活動

せねばならぬ

このように、当時の各ポジションの役割は主

に、ガードがディフェンス、フォワードがオフェ

ンス、センターはその両方とされた'6)。

そのうえで状況に応じて、２人のガードのうち

１人はオフェンスにも参加した。１９２２（大正11）

年発行の「ATHLETICS」ではガードの役割と

して「隙あらぱ相手方のゴールに肉迫して、味方

のフオァウォード（ママ）の活動を補助｣'7)するこ

とをあげており、１９２６（大正15）年および1929

（昭和４）年発行の指導書においてもそれぞれ

「ガードは専心防禦するばかりでなく、状況によ

り機曾あらば躍り出て、シュートを行ふくきであ

る」'8)、「ガードは退いて守ることのみならず、進

んで攻撃をしなくてはならぬ｣'9)とされている。

実際に1925（大正14）年に開催された第２回明治

神宮競技大会の報告書では、浦和高等学校と松本

高等学校の対戦について「ガード鈴木も盛んに隈

部をマークすると共に、駿馬の出足を利して深く

味方陣地へボールを運んで攻撃に加はり、フォァ

ワード(ﾏﾏ)遠藤の活躍を助け、じりじりと得鮎

を‘恢復して、後半戦を終る｣20)との記述があり、

「特筆すべきは新中ガード山田が前半５ゴール

（10鮎）後半２ゴール（４黙）合計14黙を得て居

る事｣2')との記述もみられる。また1926（大正15）

年発行の『バスケットボール」においても「東京

Ｙ・Ｍ・Ｃ．Ａティームや早大ティーム、立教大畢

ティーム、東京商科大皐ティーム等に於てもガー

ドが突進してゴール・シュートをなしガードの得

鮎が仲々多くなって来た｣22)とガードのオフェン

ス参加の様子が報告されている。

このように、状況によってガードがオフェンス

に参加することもあったが、あくまでもそれは２

人のガードのうち１人に限られていた。１９２３（大

正12）年発行の「ATHLETICS」では「ガード

が２人共防禦を御留守にして味方のバスケットの

側に飛んで行くやうな事があるが、此様な事は絶

封に行ってはならぬ。１人は行っても他の１人は

必ず相手方のゴールを守って居ねばならない｣23）

とされている。同時期に発行された指導書でも、

「２人のガードが同時に出ることは絶封に許さ

れない｣24)、「フォーアワード(ﾏﾏ)が前進した時

は、1人のガードが残って他は全部攻撃に向ひ、

而もフォーアワード（ママ）とガードとの連絡を失
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はないやうにする｣25)と記述された26)。

以上のように3-2ゾーン導入以前の日本のバス

ケットボール競技では、ガード２人のうち１人は

オフェンス時も常に自陣に残り、オフェンスは最

大でも４人のプレイヤーによって展開された。

２．４人でのディフェンス

４人でのオフェンスが行われていた日本のバス

ケットボール競技において、それに対抗するディ

フェンスでは、どのような戦術が用いられていた

のであろうか。１９３２（昭和７）年発行のバスケッ

トボール競技専門雑誌「篭球」では、１９１７（大正

６）年から1923（大正12）年頃の日本バスケット

ボール競技界を「マンツーマンの時代｣27)として

いる。大日本バスケットボール協会の設立に尽力

し、設立後は協会の理事としてバスケットボール

競技のルールの設定や技術の研究普及等に努め

た28)李想白も当時のデイフェンスについて「各

人マークの防禦法｣29)であったとしている。さら

に、１９２６（大正15）年発行の「運動界」で早大

ＯＢの鈴木重武もまた、マンツーマンディフェン

スは「従来最も唐<、殆ど濁専的に行はれ乗っ

た戦法である｣30)と述べている。これらの記述か

ら、3-2ゾーン導入以前に日本で使用されていた

ディフェンス戦術は、マンツーマンディフェンス

が主流であったと推察される。

ところが3-2ゾーン導入以前に用いられていた

マンツーマンディフェンスは、今日のバスケット

ボール競技でみられるようなものとは異なってい

た。上述したように、当時の各ポジションの役割

は主に、ガードがディフェンス、フォワードがオ

フェンス、センターはその両方と、各ポジション

の役割が明確に区別されていた。そのため、主に

ディフェンスを行っていたのは、センターとガー

ドの３人であった。しかし、状況に応じて２人の

ガードのうち１人はオフェンスにも参加した。そ

の場合、ディフェンス側はフォワード１人がディ

フェンスに参加することで対応した。１９２６（大正

15）年発行の「バスケットボール」では以下のよ

うに記述されている３１)。

封手方が２人のフォワードとセンターの３人

で攻めて来る時は味方も２人のガードとセ

ンターとで守備する事も出来るが、進んだ

ティームになるとガードが不意に突進して攻

撃するから、此の場合には其のガードについ

てゐた味方のフォワードはそれを逸する事な

く、追及して之を唾迫せねばならん。

１９２６（大正15）年発行の「最も要領を得たる

バスケットボールの階段的指導法と最新規則の

解説」では、3-2ゾーン導入以前のデイフエンス

について「味方のガードプレヤー（ﾏﾏ）と、フォ

ア、ワード（ママ）の１人と、センタープレヤー

(ﾏﾏ）とで４人によって守備をした｣32)としてい

る。このように、当時は主に４人でのオフェンス

に対して、４人でのディフェンスが行われていた

と理解できる33)。

Ⅱ、日本へのゾーンディフェンスの紹介

１．早稲田大学によるＦ､Ｈ､ブラウンの招鴫

１９２３（大正12）年頃の日本のバスケットボール

競技界について､李は以下のように述べている34)。

大正５６年頃（ﾏﾏ）から12年塗りまで斯界に

濁歩の地位を保有し、永い間、世俗の無理解

にも屈せずよく此競技の生命を保育養護して

くれた東京ＹＭＣＡのチームは、開東大震災

によってその王座たる同曾鰐育館が崩壊する

と共に分散して昔日の面影を残さなくなり、

それに数名の部員を有してゐた立教大畢は東

京ＹＭの時代に代る立大の黄金時代を現出せ

しめました

このように、１９２３（大正12）年の関東大震災に

よって東京ＹＭＣＡのチームが解散すると、日本

のバスケットボール競技界は立大の黄金時代を迎

えた。１９２４（大正13）年ごろの立大の圧倒的な強

さについて、東京商科大学（以下、商大と略す）

OBである田中寛次郎は、「早大は破る事が出来て

も、立大だけはどうにも手に負へなかった｣35)と
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表現している。このように当時最強を誇っていた

立大に対し、早大もまた手に負えない状態であっ

た。李は1924（大正13）年当時のことを次のよう

に記述している36)。

第１回のインターカレッヂリーグゲームで

も立教は依然強く同年末までの成績は立大４

勝、商大２勝、早大４敗でありました。此時

我々早大のものは此苦境を脱しやうとして随

分苦悩したことを今尚ほ畳えてゐます。

この時期、早大が最下位の状況を脱したかった

背景には、大学の事情があったといえよう。早大

ＯＢである富田毅郎は当時の早大における大学側

の運動部に対する理解について、次のように回顧

している37)。

私が早稲田に入った時分は、運動部全盛であ

らゆる運動部が強くてね。新しい部ができて

も、それを認めてくれないわけですよ。学校

自体は運動に対して理解はあるが、生まれた

ばかりの部を、補助金を出して正式な部とし

て認めることができなかったんですね。

また別の史料で富田は、「当時の早稲田大学体

育会には一種の不文律がありまして、それは『優

勝しなければ体育会に加盟を認めない」という厳

しいものでした｣38)と振り返っている。すなわち

当時、早大では学生による運動部活動が盛んに行

われていたが、大会に優勝しなければ体育会に加

盟できず、正式な部として認められていない部は

補助金を受けることができなかったのである。

そこで早大がチームの強化を図り、コーチとし

て目をつけたのが東京ＹＭＣＡ体育部名誉主事を

務めていたＦＨ,ブラウン39)であった。ＦＨブラ

ウンは、１９１７（大正６）年から1923（大正12）年

の関東大震災まで東京ＹＭＣＡを指導していた。

Ｆ､Ｈ､ブラウンの指導した東京ＹＭＣＡは、１９１８

（大正７）年開催のＹＭＣＡ第１回体育部大会に

優勝すると40)、１９２１（大正１０）年開催の第１回

全日本選手権大会から１９２３（大正12）年開催の

第３回大会において３連覇を成し遂げた４１)。さ

らに、東京ＹＭＣＡは1921（大正10）年開催の

第５回極東選手権競技大会（以下、極東大会と略

す）と1923（大正12）年開催の第６回大会に日本

代表として出場した42)。このように、ＦＨ・ブラウ

ンの指導した東京ＹＭＣＡが優れた結果を残した

ことから、早大ＯＢである李は「大正６年東京に

於いて、基督教青年曾の篭育館の竣工をみるに及

んで、此設備の充貴とブラウン氏の指導宜しきを

得て、爾後大正12年開東大震災に至る迄の問を、

責に東京Ｙ．Ｍ．Ｃ．Ａ．チームの、黄金時代、

否濁歩の時代を現出したと云ってよいものがあっ

た｣43)と述べており、さらにＦＨ・ブラウンのこと

を「日本に於ける最も優れた指導者の一人｣44)と

評している。

このように、Ｆ､Ｈブラウンの指導力を高く評

価し「１３年秋の初めに日本篭球界の恩人Ｆ・Ｈ、

ブラウン氏を鴫し｣45)早大はチームの強化を図つ

たのであった。

２．Ｆ.Ｈ・ブラウンによる５人でのディフェンスの

導入

早大バスケットボール部のコーチに就任した

Ｆ,Ｈブラウンは、それまで日本で見ることのな

かった戦術を早大に紹介した。それは５人全員が

ディフェンスに参加するものであった。

早大ＯＢである浅野延秋は、Ｆ,Ｈブラウンを

コーチとして招聴し「日本で初めてファイブメ

ン．デフェンス（ﾏﾏ）の新戦法を研究｣46）したと

している47)。Ｆ､Ｈ・ブラウンの指導によって初め

て５人のプレイヤーによるデイフェンスを実践し

た早大は、第１回３大学リーグ戦において「初め

てファイブメン．ディフェンスを採用し、多少の

効果を現はした｣48)ことで、ついに多年の宿望で

あった立大を破るに至った49)。

１９２５（大正14）年に開催された第２回明治神宮

競技大会では、早大が５人によるディフェンス

を展開し、見事に優勝を勝ちとった50)。当時の資

料を紐解くと、大日本体育協会の総務主事を務
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めた５１)薬師寺尊正は、１９２５（大正14）年発行の

「ATHLETICS」で第２回明治神宮競技大会東

京府（関東第１区）男子篭球予選概況として「早

大ファイヴメンディフェンスの識桶の守備牢とし

て抜き難く」52)という記述を残している。また、

第２回明治神宮競技大会での早大については、

1925（大正14）年発行の「運動界」で「濁特の

ファイブメンデフェンス（ﾏﾏ）（５人の守備）が

益堂に入り完壁に近く近頃では之れを完全に破り

得るものはない位にまでなった｣53)とぎれ、その

後も「早大の水も漏さぬ全員防禦の鉄壁を破り得

ず｣54)、「蟻の這ひ込む隙をも輿へざる早軍のファ

イブ・メン・デフェンス（ﾏﾏ）は容易に抜く事能

はず｣55)と評されたように、早大の,快進撃の要因

として、５人によるディフェンスが大きな効果を

発揮した。

結果として、早大は「14年の秋商大に１敗する

迄連勝36回の黄金時代を形成するに至った｣56)。

そして1926（大正15）年発行の「バスケットボー

ル」で「最近は早大ティームの之（５人でのデイ

フェンスー引用者注）に倣って種々のティームが

此の方法を取ってゐる｣57）と紹介されるほど、そ

の後は国内の多くのチームが５人でのディフェン

スの効果を認め、採用するようになった。

３．Ｆ.Ｈ・ブラウンが導入した3-2ゾーンデイフェ

ンス

それでは、Ｆ,Ｈ,ブラウンが紹介した５人での

ディフェンスとは、具体的にはどのようなもの

であったのだろうか。１９３２（昭和７）年発行の

「ATHLETICS」における浅野の以下の記述か

ら、ＦＨ,ブラウンが紹介した５人でのディフェ

ンスは、ツーラインの隊形をとるゾーンディフェ

ンスであったことがわかる58)。

立大の全盛を奪ふく<早大が苦心して先づ輸

入した新研究は所謂地域防禦といふツーライ

ンのゾーンデフェンス（ﾏﾏ）であって、早大

の覇が確立するに及んで大正14年秋から此の

戦法が非常な勢で全園に喧惇されたものであ

る。

さらに、早大ＯＢである富田は、ＦＨ・ブラウンか

ら「ガード・ゾーンにボールが入れられたときは、

ガードがそれをチェックし、そのかわりフォワー

ドが少し下がって応援してやる。反対側のガード

は真ん中の方に動く」59)と指導されたと回顧して

いる。したがってＦＨブラウンが紹介したツー

ラインのゾーンディフェンスには、ガードの両サ

イドのコーナーを守るためにフォワードがカバー

する、3-2ゾーンの特徴が表れている60)。

したがって、ＦＨブラウンが紹介した５人で

のディフェンスは3-2ゾーンであったと推察され

る。

４．３－２ゾーンデイフェンスの位置付け

上述したように3-2ゾーン導入以前の日本で用

いられたマンツーマンディフェンスでは、実際に

ディフェンスを行っていたのは最大でも４人で

あった。そこへ、Ｆ､Ｈブラウンによって3-2ゾー

ンが日本に紹介されたのであった。これに対しア

メリカでは、５人のプレイヤーによるファイブマ

ン．ワンライン・ディフェンスやファイブマン・

ツーライン．ディフェンスを経て3-2ゾーンが誕

生している61)。

ファイブマン・ワンライン・ディフェンスは、

1926（大正15）年発行の『バスケットボール」を

はじめさまざまな指導書や雑誌によって日本に紹

介されている62)。これ以外にも、薬師寺は５人が

縦２列に分かれて並ぶディフェンスを紹介し63)、

鈴木は５人によるさまざまな隊形のディフェン

スを紹介している64)。しかし、当時のバスケット

ボール競技に関する指導書や雑誌65)では、実際

に日本においてこれらのディフェンス戦術が採用

されたという記述は見当たらない。したがって、

ワンラインデイフェンスや５人が縦２列に分かれ

て並ぶディフェンスなどは、日本で定着しなかっ

たと考えられる。

また、ファイブマン．ツーライン・ディフェン

スは、日本では3-2ゾーン導入後に採用されるよ
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うになった。日本におけるディフェンス戦術の導

入について李は以下のように述べている66)。

今日何虎のチームでも例外なく採用しゐる所

謂ファイブメン・ディフェンスは前に述べた

やうに早大チームが常時の除りの苦境を脱し

やうとして始めたものです。然し早大の初め

たのはゾーン・システムであったが、その後

商大ではミーンウエルの所謂エヴエリマン・

ヴァリエーション（ﾏﾏ）の５人制（ファイブ

マン・ツーライン・ディフェンスー引用者

注）を採って非常に良好な成績をあげまし

た。

実際にファイブマン・ツーライン・デイフェン

スは､ＦＨ､ブラウンによる3-2ゾーンの紹介以降の

指導書や雑誌において紹介されるようになった67)。

つまり、アメリカにおいてファイブマン・ツー

ライン・ディフェンスを経て誕生した3-2ゾーン

図１３－２ゾーンデイフェンス

(外山慣作：「バスケットボール法大要』，

外山槙作，1926,ｐ､55）

Iま、日本ではファイブマン・ツーライン・ディ

フェンスに先行して導入されていったのである。

，926（大正'5）年発行の「バスケットボール法

大要』では、「最も有効とせられてゐるものは総

員の防禦即ちファイブメン、デフインス（ﾏﾏ）で

ある｣68)として、図’とともに「フアイブメン、

デフインス（ﾏﾏ）」69)について以下のように説明

している70)。

センターを中心に２人のフオアワード（ママ）

はコートの中央漫に並び他の２人のガードは

後方に陣取って敵の第１戦突破に備へてゐ

る。そして不幸にして第１線破れた場合には

直ちにバックして第２線のガードを援助する

ものである。

このほかにも、１９２６（大正15）年発行の「最も

要領を得たるバスケットボールの階段的指導法と

最新規則の解説』においても3-2ゾーンは「ファ

イブ、メン、デフェンス（ﾏﾏ)」と紹介されてい

る７１)。また、ファイブマン．ツーライン・ディ

フェンスは当初「ファイヴメン．ツーラインのシ

ステムにエヴリマン．マーク（マンツーマンデイ

フエンスー引用者注）を加味したるもの｣72)とよ

ばれたｏ

このように、日本では３－２ゾーン導入以前

に５人全員が参加するディフェンス戦術の採用が

認められないことから、ファイブマン・ツーライ

ン．ディフェンスが採用されるようになるまで

3-2ゾーンは、日本において唯一の５人のプレイ

ヤーによって行われるディフェンス戦術であっ

た。そのため、３－２ゾーンはファイブマン・ツー

ライン．ディフェンスが採用されるようになるま

で「ファイブメン・ディフェンス」とよばれた。

Ⅲ、3-2ゾーンディフェンスが有効性を

発揮した要因

１．５人でのスペースの占有による有効性

ＦＨ・ブラウンが紹介した3-2ゾーンは、試合の

場面においていかに有効に機能したのであろう
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力､。

前述したように、５人で守る3-2ゾーンが登場

する以前、日本では４人でのオフェンスに対し

て４人でのディフェンスを行っていた。それに

対し、５人のプレイヤーがバックコートにおいて

ディフェンス陣形を組む3-2ゾーンは、ゴール下

のスペースを埋めることでオフェンスプレイヤー

の自由を奪うことができた。

ケンタッキー大学のコーチであり、第14回オリ

ンピック競技大会（ロンドン）でアメリカ代表

チームのアシスタントコーチを務めた73)アドル

フＦ・ラップは、ディフェンスの７原則の一つとし

て「バスケットから18フィート（約５～６ｍ(マ

マ)）以内のエリアでプレーさせない｣74)ことをあ

げ、以下のように述べている75)。

もし、バスケットから18フィート（約5.5ｍ

(ﾏﾏ)）の地点に円を描き、その内側の地域

のオフェンスの動きをすべて封じることがで

きたら、リバウンドはすべて確保できるし、

きわめて楽なディフェンスが可能だろう。実

際には不可能であることはわかっている。し

かし、それでもバスケットの近くでショット

させてはならないという考えは正しいはずで

ある。

このように今日においても、ディフェンスプレ

イヤーがゴール周辺のスペースを埋め、オフェン

スプレイヤーに自由にプレイさせないことは、勝

つために重要な要素とされている。ゴール周辺の

スペースを埋めるのに４人と５人とではどちらが

有効かは、容易に理解できるであろう。５人で守

る3-2ゾーンは、オフェンスチームにゴール周辺

のスペースを与えないことによって大変有効に機

能する戦術であったと考えられる。

２．コートのサイズからみた有効性

ゾーンディフェンスは、自分の守るべき特定の

地域を味方と協力しながら責任を持って守るディ

フェンス戦術であることから76)、コートが狭けれ

ば狭いほど、プレイヤー一人あたりの担当地域が

小さくなり、味方を助けやすくなるため、効果を

発揮しやすくなる。昭和初年代においても、バ

スケットボール競技の指導書の中で、この戦術

が「狭いコートに於て行はれる時に最も有効で

ある｣77)、「狭いコートに於いては容易に威力を溌

揮する｣78)と紹介されている。この点に関しては

アメリカのエヴァレットＳ・デイーンもゾーンディ

フェンスの長所として「狭いコートでは非常に有

利である｣79)ことをあげている。

それでは、当時はどれほどのサイズのコートで

試合が行われていたのだろうか。バスケットボー

ルコートのサイズは、１９１７（大正６）年に発行さ

れた完訳のルールとしては日本初とされる80)規則

書「バスケット、ボール規定」において「競技場

は障害物なき長方形の平面にして其面積最大限長

90眼（27ｍ43ｃｍ）幅50呪（15ｍ24ｃｍ）とし最小限

長60呪（18ｍ28ｃｍ）幅35眼（10ｍ66ｃｍ）とす｣8'）

と規定され、１９２５（大正14）年に「最大限長さ９４

呪（28ｍ65ｃｍ)、幅50呪（l5m24cm)｣82）と拡大

されるまで改定されなかった83)。つまり1917（大

正６）年からルール上は27ｍ43ｃｍ×15ｍ24ｃｍの

サイズのコートでゲームを行うことができた。し

かし、当時のゲームはルールで規定されている最

大限の大きさよりも狭いコートで行われた。

立大OBの中津三郎によれば、１９２３（大正12）年

頃の日本では「Ｙ､Ｍ､ＣＡの体育舘が本邦唯一の

代表的屋内コートとされていた｣84)。そして全日

本選手権大会や極東大会予選は、東京ＹＭＣＡの

体育館で行われた85)。上述したとおりこの体育館

は、１９２３（大正12）年の関東大震災で崩壊したが、

1927（昭和２）年には増築落成し86)、それ以降の

全日本選手権大会及び極東大会予選は再び東京

ＹＭＣＡの体育館で開催されるようになった87)。

東京ＹＭＣＡの体育館について李は、次のように

記述している88)。

永く此競技を11甫み育て、くれた基督教青年曾

（ＹＭＣＡ－引用者注）の賠育館が昨年から

復興して現在唯一の競技場となってゐる、然
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しこれは正規のコートとしては些か狭臨の‘憾

みがある・・・中略・・・然し未だ今の日本

ではこれ程のスペースと設備を有するところ

も他にない

実際のところ、当時東京ＹＭＣＡの体育館に設

置されたコートは「長さ70呪（21ｍ33ｃｍ)、幅４０

呪（12ｍ１９ｃｍ)｣89）しかなく、現在用いられてい

る28ｍ×15ｍ90)のコートと比べるとかなり狭いも

のだった。したがって「元来青年館の体育館の如

きコートはゾーン型に取って有利｣9'）とされたよ

うに、東京ＹＭＣＡの体育館のコートでは3-2ゾー

ンを用いたディフェンスが有効に機能していたも

のと考えられる。

東京ＹＭＣＡ以外のコートについてはどうであ

ろうか。１９２６（大正15）年発行の指導書では「普

通男子一般の篇めには長さ80呪（24ｍ38ｃｍ)、巾

40呪（12ｍ１９ｃｍ）が多く使はれ｣92)、「戸外に於

ける男子の大人の選手権大曾や其の他の多くの

ゲームの場合には普通長さ80眼（24ｍ38ｃｍ）に

幅40呪（12ｍ19ｃｍ）の麿さのものが使用されて

ゐる｣93)とされている。実際に明治神宮競技大会

で使用されたコートについて、１９２６（大正15）年

発行の「ＡＴＨＬＥＴＩＣＳ」で薬師寺は「本競技の

コートに就いてであるが、極東選手権競技大曾で

80呪（24ｍ38ｃｍ）の40呪（12ｍ１９ｃｍ）と言ふの

が恒例となって居る虚から、従来は大鵠之を標準

として来た｣94）と述べている。明治神宮競技大会

は外苑競技場のアウトドアコートで行われていた

が、このコートは極東大会にならって設計されて

おり、東京ＹＭＣＡの体育館と比べるとわずかに

長いものの、横幅は変わらず、現在のコートより

も狭いものであった。牧山は3-2ゾーンが有効‘性

を発揮した要因として当時のインドアコートが狭

かったことをあげているが95)、当時のバスケット

ボール競技の主な大会が開催されたコートは、イ

ンドア、アウトドアともに現在のものより狭く、

3-2ゾーンを有効に機能させる要因の一つになっ

た。

３．コート床面の滑りからみた有効性

当時のコートは、サイズのほかにも3-2ゾーン

が有効に機能する特徴を有していた。当時のコー

トについて、１９２６（大正15）年発行の「バスケッ

トボール」では「非常な勢で走りつ、ある時急に

停止せんとすると大層走り易いものである。之は

コートが屋内の板張であっても或は屋外の普通の

土質であっても造り易いものである｣96)としてい

る。実際に東京ＹＭＣＡの体育館で1923（大正12）

年に開催された第３回全日本選手権大会兼極東大

会予選において、東京ＹＭＣＡチームは「床上を

程よく滑って飛び込み、或は他の選手に衝突しな

いで滑りを利用して突進する｣97）という、コート

の滑りを利用したプレイを行っている。また当

時、最も整備された土のコート98)であった立大

のアウトドアコートについて、立大ＯＢの中津は

「足は滑ってスタートはつかないし肝心の所でス

トップは出来ず｣99)と回顧している。これらのこ

とから、代表的なコートであった東京ＹＭＣＡの

体育館や立大のコートを含め、当時用いられてい

たコートはインドア、アウトドアともに滑りやす

いものであったことがわかる。

このように足下が滑りやすいコートでは、マン

ツーマンディフェンスよりもゾーンディフェンス

のほうが、有効に機能する。マンツーマンデイ

フェンスがオフェンスの動きに合わせてコート全

体を動き回らなければならないのに対し、ゾーン

ディフェンスでは、動く範囲が各自の担当地域

に限られているためである。1-3-1ゾーンや３秒

ルールを考案したことで知られているクレア・

ビー'00）は、アメリカ・ブリストルにおけるゾー

ンディフェンスの初見について次のように述べて

いる'0')。

両方のチームはマンツーマンディフェンスを

使用していたが、松のフロアからでる松脂の

ため、滑りやすく敵についていくことが困難

であった。プレイヤーは足よりも、背中を何

度も床にぶつけた。後半がスタートしたと

き、ブリストルチームはマンツーマンデイ
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フェンスを使用しなかった。プレイヤーは

シュートが打たれるまで、特定のゾーンから

離れずにいた。

４．東京ＹＣＡ体育館のギャラリー構造からみた

有効性

上述したように当時のコートは狭く滑りやすい

といった3-2ゾーンが有効に機能する特徴を有し

ていたが、当時主要な大会で使用されることの多

かった東京ＹＭＣＡの体育館には、さらに3-2ゾー

ンが有効となりうる特徴があった。それは、コー

トの上部に設置されたギャラリーである。

写真から見てとれるように東京ＹＭＣＡの体育

館では、ギャラリーがバスケットボールコートの

コーナー上部にまで張り出していた。そのため

ギャラリーとそれを支える鉄柱にシュートコース

が塞がれるコーナーからは、シュートを打つこと

ができなかったのである。商大ＯＢの植田義己は

東京ＹＭＣＡの体育館について「狭い体育館で、

サイドからは鉄柱がじゃまでシュート出来なかっ

た｣lo2）と回顧している。一般的に3-2ゾーンの短

所の一つとして、コーナーの防御が手薄になるこ

とがあげられるが'03)、東京ＹＭＣＡの体育館は構

造上、コーナーからシュートを打つことができな

かった。そのため、3-2ゾーンはより一層、有効

に機能したものと考えられる。

写真：東京ＹＭＣＡ体育館のバスケットボールコート

(李想白：『指導篭球の理論と実際』，

春陽堂，1930,ｐ､49）

Ⅳ。まとめ

本研究における検討の結果は、以下のように整

理することができる。

１．３－２ゾーン導入以前の日本では、各ポジショ

ンの役割が明確に区別されており、オフェン

スは最大でも４人によって展開されていた。

これに対して用いられたディフェンス戦術

は、マンツーマンディフェンスであった。こ

のディフェンスではオフェンスに参加する相

手プレイヤーの人数に対応して、ディフェン

スに参加するプレイヤーの人数が決められて

いたため、実際には４人以下のプレイヤーに

よってディフェンスが行われていたとみられ

る。

２１９２４（大正13）年頃、チームの強化を図った

早大にコーチとして招聴されたＦ､Ｈ,ブラウ

ンは、そこで3-2ゾーンを紹介した。Ｆ､Ｈブ

ラウンによって紹介された3-2ゾーンは、国

内ではじめて採用された５人によるディフェ

ンス戦術であったため「ファイブメン・ディ

フェンス」とよばれた。3-2ゾーンは、ファイ

ブマン・ツーライン・ディフェンスが採用さ

れるまでの間、国内で唯一の５人によるディ

フェンス戦術であった。

３．それまで４人でのディフェンスが行われて

いた日本において、５人のプレイヤーによる

3-2ゾーンは、ゴール下のスペースを埋める

ことができたため、大変有効に機能した。ま

た当時の日本におけるバスケットボールコー

トは狭く、滑りやすいものであった。さら

に当時の主要な大会が数多く開催された東

京ＹＭＣＡの体育館は、コーナーからシュー

トが打てない構造であったことからも、３－２

ゾーンは有効な戦術として機能した。

以上の結果をふまえ今後は、3-2ゾーン導入を

うけた国内におけるバスケットボール競技の戦術

の変遷について研究を進め、日本におけるバス

ケットボール競技の戦術史を詳らかにしていきた

い。



日本のバスケットボール競技におけるゾーンディフェンスの導入過程に関する史的研究 1１

註および引用・参考文献

１）1891年（明治24）にアメリカで誕生したバス

ケットポール競技は、１９１３（大正２）年頃

日本に移入されたが、「バスケット、ボール

規定」（極東体育協会編，佐藤金一訳：「バス

ケット、ボール規定」，極東体育協会，

1917,23P）が発行された1917（大正６）年

以前の書籍に記されているルールは、コート

が３区分されているもの（渡逢誠之：『最新

ポール遊戯法｣，研文館，1912,ｐ,192）や、

1チームのプレイヤーの人数が５人と定まっ

ていないもの（上平鹿之助：『実験ボール遊

戯30種｣，平本健康堂，1910,ｐｐ､21-28）が

あるなど、統一されていなかった。このこと

から、本研究では、日本においてバスケット

ボール競技の統一ルールが発行された1917

（大正６）年以降を研究の対象とし、この期

間に国内で発行されたバスケットボール競技

の指導書・雑誌及び規則書を史料として用い

た。また1917（大正６）年以降の競技規則で

は、女子及び中等学校以下の少年と一般男‘性

とでは、競技時間が異なっており（極東体育

協会編，佐藤金一訳：『バスケット、ボール

規定｣，極東体育協会，1918,ｐ,11,大日本

バスケットボール協会編：「昭和８．９年度バ

スケットボール競技規則｣，大日本バスケッ

トボール協会，1933,ｐ・10)、指導書におい

ても両者の戦術が区別されている（李想白：

「指導篭球の理論と実際』春陽堂，1930,

p,484、芽根貞元：「ユーア・バスケットボー

ル｣，大正洋行出版部，1934,ｐ,109)。その

ため本研究では、女子及び中等学校以下を除

く一般男性の戦術を対象とした。

2）スポーツ運動学において「戦術」とは、「行

動の結果を考慮して、最も合目的的に目的を

達成する方法」（金子明友：『運動学講義｣，

大修館書店，1990,ｐ､275）を意味するもの

とされ、試合中に起こりうる具体的な行動に

関わるという点で、戦略から区別される。さ

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

12）

13）

らに、嶋田は「戦略」を「敵の存在を前提と

して、その敵を打ち負かすことを目的とした

総合的な目標、方針｣、「戦術」を「その目

標を達成するための具体的な手段、方法」

（嶋田出雲：『バスケットボール勝利への戦

略・戦術｣，大修館書店，1992,ｐ､1）と定義

している。以上に示した定義をふまえ、バス

ケットボール競技を対象とし、「戦術」と

「戦略」の区別を重視する本研究では、「戦

術」の語を「敵を打ち負かすという目的に向

かい、試合中にとりうる具体的な手段・方

法」と定義し、論を展開していくこととす

る。

吉井四郎：『バスケットボール指導全書１」，

大修館書店，1986,ｐ,238

谷釜尋徳：戦術史研究の今日的意義を考える

－バスケットボールの場合一，「ひすぽ｣，

No.81,スポーツ史学会，2012,ｐ､１

大川信行：バスケットボールのゾーン・

ディフェンス誕生までの経緯一ディフェン

ス・システムの変容からみて－，「スポーツ

史研究｣，第16号，スポーツ史学会，2003,

pp､13-14

日本バスケットボール協会広報部会編：「バ

スケットボールの歩み」，日本バスケット

ボール協会，1981,ｐ４３

早稲田大学ＲＤＲ倶楽部編：「ＲＤＲ６０早稲田

大学バスケットボール部60年史｣，早稲田大

学RDR倶楽部1983,ｐ､１３

同上書，ｐｌ３

牧山圭秀：バスケットボールの技術史，岸野

雄三，多和健雄編：「スポーツの技術史｣，大

修館書店，1972,pp374-400

笈田欣治：日本におけるバスケットボール変

遷史からみた日本バスケットボールの今後の

課題について一考察，「関西大学文学論集｣，

第52巻，第３号，関西大学，2003,ｐｐ､77-93

前掲書５，ｐｐ､1-17

同上書，ｐｐ,13-14

当時のポジションについて荒木は「２人が



1２ 日本のバスケットボール競技におけるゾーンディフェンスの導入過程に関する史的研究

攻撃一攻撃をフォウアウォード（ママ）と謂

ふ－になり、２人が守備一守備をガードと謂

ふ－になり、１人が中肩一中肩をセンター

と謂ふ」（荒木直範：バスケットボール講話

(1)，野口源三郎編：「ATHLETICS｣，第１

巻，第６号，1922,ｐ､17）としている。

14）モーガン・ウットゥン著，水谷豊他訳：「バ

スケットボール勝利へのコーチング｣，大修

館書店，1994,ｐ84

15）荒木直範：バスケットボール講話(4)，野

口源三郎編：「ATHLETICS｣，第１巻，第９

号，1922,ｐｐ,26-27

16）この各ポジションの主な役割は、その後も以

下の指導書によって紹介された。

・外山‘填作：「バスケットボール法大要｣，外

山恒作，1926,ｐｐ９－１２

・三橋義雄：『バスケットボール｣，広文堂，

1926,pp39-56

・三本義雄：『最も要領を得たるバスケット

ボール階段的指導法と最新規則の解説』，

木下製作所出版部，1926,ppl44-149

・薬師寺尊正：バスケットボール，アルス文

化大講座，第４巻，アルス，1927,ｐＰｌ５‐

１６

・小瀬峰洋：『篭球競技｣，教文書院，1929,

Ｐ,３

・藤山快隆：『バスケットボール｣，目黒書

店，1929,ｐｐ､3-4

・玉文社編集部：『スポーツ百科知識｣，玉文

社，1930,ｐｐ,311-316

・東京朝日新聞社運動部小高吉三郎編；「ホッ

ケー、ラグビー、蹴球、篭球、排球｣，東

京朝日新聞発行所，1930,ｐｐ,184-185

17）前掲書15,ｐ､27

18）三本義雄：「最も要領を得たるバスケット

ボール階段的指導法と最新規則の解説｣，木

下製作所出版部，1926,pPl49-150

このほかにも、１９２６（大正15）年に発行され

た指導書の中でガードの攻撃について「ガー

ドは防禦が本務である。然し、いざとなった

場合にはオーン、コート(ﾏﾏ)に進撃して好機

曾さへあったならば、フォアワード(ﾏﾏ)や

センターの力を侯つまでもなく、自らシュー

トして得鮎するだけの技偏と自信とを養っ

て置かねばならぬ」（外山恒作：『バスケット

ボール法大要｣，外山填作，1926,ｐ､23)、

「ガードする事がガードの重大なる任務であ

るがガードは更に進んで味方がボールを所有

したならば梢前進して之を受け又之を投げ等

して味方の結合を固り又機を見て逸早く突進

して自らシュートして得識する事に務めな

ければならぬ」（三橋義雄：「バスケットボー

ル｣，広文堂，1926,ｐ,48）と述べられてい

る。

19）小瀬峰洋：「篭球競技｣，教文書院，1929,

ｐ､87

20）内務省衛生局編：『第２回明治神宮競技大会

報告書｣，内務省衛生局，1926,ｐｐ､413-414

21）同上書，ｐ414

22）三橋義雄：『バスケットボール』，広文堂，

1926,ｐ,117

23）荒木直範：バスケットボール講話(9)，野

口源三郎編：「ATHLETICS｣，第２巻，第５

号，1923,ｐ､64

24）鈴木重武：『篭球コーチ｣，矢来書房，1928,

ｐ､46

25）前掲書19,ｐ､193

26）同時期に発行された指導書では他にも「ボー

ルが味方のティームがボールを投げ入れるバ

スケットの附近に於て味方の所有となって味

方の競技者がゴールに向ってポールをシュー

トしつ、ある時には１人のガードは其の場所

に止まって大勢を観察し封手の攻撃に備へね

ばならぬ」（前掲書22,ｐ､51)、「場合によっ

ては攻撃の任に方らねばならぬが、大抵の場

合１人は守備専任である」（藤山快隆：『バス

ケットボール｣，目黒書店，1929,ｐ､7）と記

述された。

27）唐瀬謙三：篭球の発達を省みて，妹尾堅吉

編：「篭球｣，第３号，1932,ｐ､6９



28）

29）

30）

31）

32）

33）

34）

35）

36）

37）

日本のバスケットボール競技におけるゾーンディフェンスの導入過程に関する史的研究 1３

東京体育科学研究会編著：『体育人名辞典』，

遁遥書院，1970,ｐ283

1930（昭和５）年に発行された李の著書「指

導篭球の理論と実際」は当時のコーチやプレ

イヤーたちのバイブルとして愛読された（関

東大学バスケットボール連盟80年史編集委員

会編：「関東大学バスケットボール連盟80年

史｣，関東大学バスケットボール連盟80年史

編集委員会，2005,pl38)。また、李は全国

を技術指導のため東奔西走し、さらにはコー

チとして早大を1932（昭和７）年と1934（昭

和９）年の２回に亘り全日本選手権大会に優

勝させたことにより、当時の日本には李の理

論が広まっていった（富田毅郎：李想白を語

る，早稲田大学ＲＤＲ倶楽部編：「ＲＤＲ６０早

稲田大学バスケットボール部60年史｣，早稲

田大学RDR倶楽部，1983,pl70)。

李想白：日本篭球界の回顧，太田茂編：「運

動界｣，第10巻，第４号，運動界社，1929,

p､８３

鈴木重武：防禦法の研究，太田茂編：「運動

界｣，第７号，第12号，運動界社，1926,

ｐ､２２

前掲書22,ｐ２０７

前掲書18,ｐ､192

大川によれば、アメリカでは1897（明治30）

年頃を境に、デイフェンス専門であったラ

ンニング・ガードが攻撃に参加するように

なり、攻防の展開が４対４となった（大川

信行：バスケットボールにおけるロングパ

ス・ファストブレイクの変遷について，「北

陸体育学会紀要｣，第41号，北陸体育学会，

2005,ｐ61)。

前掲書29,ｐ､８１

田中寛次郎：我篭球部の生ひ立・商大の巻，

薬師寺尊正編：「ATHLETICS｣，第９巻，

第１号，大日本体育協会，1931,ｐｌ３７

前掲書29,ｐ､８１

富田毅郎他：座談会協会設立以前のバス

ケットボール，日本バスケットボール協会広

報部会編：『バスケットボールの歩み｣，日本

バスケットボール協会，1981,ｐ52

38）富田毅郎：早慶が手を携えて，慶膳義塾バ

スケットボール三田会編：「慶庭義塾体育会

バスケットボール部50年史』，慶雁義塾バス

ケットボール三田会，1980,ｐ､18

39）薬師寺尊正編：「ATHLETICS｣，第８巻，

第６号，大日本体育協会，1930,ｐ,94

40）前掲書６，ｐ､613

41）このことに関連する史料として、以下のもの

があげられる。

・荒木直範：バスケットバレーボール大会印

象記，野口源三郎編：「ＡＴＨＬＥＴＩＣＳ｣，

第１巻，第５号，大日本体育協会，1922,

ｐｐ､35-37

・西村正次：バスケットボール代表権は

東京青年会組に帰す，野口源三郎編：

「ATHLETICS｣，第２巻，第４号，大日

本体育協会，1923,ppl32-139

・前掲書６，ｐ614

42）このことに関連する史料として、以下のもの

があげられる。

・鈴木兼吉：『大正10年度運動年鑑｣，朝日新

聞社，1921,ｐ､403

・鈴木兼吉：『大正12年度運動年鑑｣，朝日新

聞社，1923,pp277-278

43）李想白：「指導篭球の理論と実際｣，春陽堂，

1930,ｐ､21

44）同上書，此書を

45）浅野延秋：我篭球部の生ひ立・早大の巻，薬

師寺尊正編：「ATHLETICS｣，第９巻，第１

号，大日本体育協会，1931,pl34

46）同上書，ｐ､134

47）当時の指導書や雑誌では、５人でのディフェ

ンスを英語では「fivemandefense」（長田

博：バスケットボール誌上コーチ，大日本体

育学会編：「体育と競技｣，第７巻，第８号，

目黒書店，1928,ｐ､70、バスケットボール研

究会編：『篭球必携｣，東京運動社，1928,

ｐ､12）と表記しているが、カタカナでは「ファ



1４

48）

49）

50）

51）

52）

53）

54）

55）

56）

57）

58）

59）

60）

61）

62）

日本のバスケットボール競技におけるゾーンディフェンスの導入過程に関する史的研究

イブメン・ディフェンス」と表記しており、

「ファイブマン・デイフェンス」と表記して

いるものは二つ（規則制定連合委員会編，薬

師寺尊正訳：最新藍球競技規則（大正15年

度)，一花健蔵：『大正15年度運動年鑑｣，朝

日新聞社，1926,ｐ､122、前掲書22,pp215‐

219）のみであった。

前掲書29,ｐ,８２

前掲書45,ｐ､134

錦紅野士：バスケット・ボール出場チームの

特色と欠点，太田茂編：「運動界｣，第６巻，

第12号，運動界社，1925,ｐｐ､164-165

前掲書37,ｐ５３

薬師寺尊正：バスケットボール・ゲームを観

る（上)，薬師寺尊正編：「ATHLETICS｣，

第３巻，第２号，越山堂，1925,ｐ､８８

前掲書50,ｐ,164

薬師寺尊正：バスケットボール・ケームを観

る（下)，薬師寺尊正編：「ATHLETICS｣，

第４巻，第１号，越山堂，1926,ｐ､108

錦紅野士：早大篭球部遠征記，太田茂編：

「運動界｣，第７巻，第３号，運動界社，

1926,ｐ,９７

前掲書45,ｐ､134

前掲書22,ｐ２１６

浅野延秋：バスケットボールを語る，青島文

雄編：「ATHLETICS｣，第10巻，第４号，

大日本体育協会，1932,ｐ､110

前掲害37,ｐ57

3-2ゾーンの短所として「コーナーの防御
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1927,ｐｐ,37-38
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ス，1927,ｐｐ､50-51

・藤山‘快隆：『バスケットボール｣，目黒書

店，1929,ｐｐ２５２

・大日本球技研究会編：『篭球研究｣，一成

社，1934,ｐｐ､220-221

63）薬師寺尊正：バスケットボール，北原識雄

編：「アルス運動大講座｣，第５巻，アルス，

1927,ｐｐ,49-50

64）鈴木重武：防禦法の研究，太田茂編：「運動

界｣，第８巻，第２号，運動界社，1927,

ｐｐ､37-38

65）このことに関連する史料として、以下のもの

があげられる。

・外山‘慎作：「バスケットボール法大要｣，外

山慣作，1926,71Ｐ

・前掲書22,358Ｐ

・前掲書18,307Ｐ

・前掲書24,260Ｐ

・バスケットボール研究会編：「篭球必携｣，

東京運動社，1928,34Ｐ

・前掲書19,212Ｐ

・安川伊三：「篭球競技法｣，目黒書店，

1929,416Ｐ

・藤山快隆：『バスケットボール｣，目黒書

店，1929,282Ｐ

・朝日新聞社編：「運動年鑑｣，朝日新聞社，

1916～

・太田茂編：「運動界｣，運動界社，1920～

・野口源三郎編：「ＡＴＨＬＥＴＩＣＳ｣，大日本

体育協会，1922～

・体育学会編：「体育と競技｣，体育学会，

1922～

・薬師寺尊正：バスケットボール，「アルス

文化大講座｣，第４巻，アルス，1927,

48Ｐ

・薬師寺尊正：バスケットボール，北原識雄

編：「アルス運動大講座｣，アルス，1927～

66）前掲書29,ｐ､8３



67）

68）

69）

70）

71）

72）

73）

74）

75）

76）

77）

78）

79）

80）

81）

82）

日本のバスケットボール競技におけるゾーンディフェンスの導入過程に関する史的研究 1５

このことに関連する史料として、以下のもの

があげられる。

・鈴木重武：防禦法の研究，太田茂編：

「運動界｣，第８巻，第１号，運動界社，

1927,ｐ,2７

・前掲害63,ｐｐ､48-49

・バスケットボール研究会編：『篭球必携｣，

東京運動社，1928,ｐ､1２

・藤山快隆：『バスケットボール｣，目黒書

店，1929,pP252-254

外山慣作：『バスケットボール法大要｣，外山

‘恒作，1926,ｐ､５５

同上書，ｐ､５５

同上書，ｐ､５５

前掲書18,ppl91-l92

薬師寺尊正：商大覇権を握る，薬師寺尊正

編：「ATHLETICS｣，第５巻，第１号，大

日本体育協会，1927,ｐ､９６

アドルフＦ､ラップ：ディフェンスの７原則

ジェリー・クロウゼ編，水谷豊他訳：『バス

ケットボール・コーチング・バイブル』，大

修館書店，1997,ｐ､415

同上書，ｐ､416

同上書，pp416-417

日本バスケットボール協会編：『バスケット

ボール指導教本｣，大修館書店，2002,ｐ２６８

安川伊三：『篭球競技法｣，目黒書店，1929,

p,249

前掲害43,ｐ,610

エヴァレットＳデイーン：インディアナ・バ

スケットボール(3)，松本幸雄編：「篭球研

究｣，第10号，松本幸雄，1936,ｐｌｌ

兵庫県バスケットボール協会50年史編集委員
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